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　水稲の移植作業の様子

《相内地区・東相内》

（紹介は２ページです）
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豊穣の秋を期待して
　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
５
月
18
日
、
水

稲
「
き
た
ゆ
き
も
ち
」
の
移
植
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
移
植
機
が
各
田
ん
ぼ
を
忙

し
く
走
り
回
り
、
植
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
４
月
に
播
種
さ
れ
た
苗
は
、
不
安
定

な
天
候
が
続
き
ま
し
た
が
、
順
調
に
生
育

し
ま
し
た
。

　

水
稲
を
約
25
㌶
作
付
け
し
て
い
る
、
き

た
み
ら
い
も
ち
米
振
興
会
の
畑
中
利
男
会

長
は
24
日
か
ら
作
業
を
開
始
。
今
年
の
作

付
け
に
つ
い
て
「
ハ
ウ
ス
管
理
も
順
調
に

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
も
昨
年
同
様

の
収
量
を
目
指
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
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Ｊ
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約
６
７
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㌶
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は
３
，
８
０
０
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す
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すくすく育つことを
　　　　　　願って
  ～留辺蘂町花園牧場～

　ＪＡきたみらい管内では５月下旬、

５つの地域（温根湯・留辺蘂・置戸・

訓子府・北見）の牧場で乳牛などの一

斉放牧が行われました。

　留辺蘂町花園牧場では同町の12戸の農家で飼育してい

る約200頭の牛が入牧しました。

　搬入された牛は、耳標番号の確認や消毒作業など準備

を終えると、約100㌶の広大な牧場に放牧されました。

　牧場を管理する花園牧野利用組合組合長の井上啓一さ

んは「今年は牧草の状態がかなり良い。牛たちを更に大

きく丈夫にし、酪農家の元へ返したい」と話していまし

た。

　当ＪＡでの入牧作業は５月31日まで続けられ、10月下

旬までの約５か月間を牧場で管理する予定です。

消毒し、広大な牧場への放牧を待つ牛たち (留辺蘂町)

▲移植機に苗を積み込む様子（畑中会長の圃場で）
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就農したきっかけ

　いつかは農業をしたいと思っていました。

実家の経営を自分の代まで続けたいと考え、

就農を決めました。

今後の抱負

　今は右も左もわからないですが、一通り

仕事を覚えていきたいです。

★畑作専業経営の和也さんの後継者です。

就農したきっかけ

　子供の時から家の手伝いをしており興味

が沸き、親の姿を見てかっこいいと思い、

継ぐことを決めました。

今後の抱負

　まだまだ分からないことがありますが、

日々勉強し、消費者の皆様に喜んでいただ

けるような野菜を作り続けられるように、

頑張りたいです。

★畑野複合経営の悟さんの後継者です。

就農したきっかけ

　実家が農家で、年齢的にもいつかは継が

ないといけないと思い、就農することを決

めました。

今後の抱負

　出来ることをやりながら、農業全般の経

営や肥培管理、事業継承などを早めにする

事と、より良い野菜が取れるように頑張り

たいです。

★畑作専業経営の正史さんの後継者です。

就農したきっかけ

　農業とは違う仕事に就いていましたが、

高校の頃から興味を持っていた家業である

農業をしたいと考え、就農しました。

今後の抱負

　機械など、たくさんの知識と技術を身に

つけて、高品質のものを作りたいです！

★稲畑野複合経営の弘幸さんの弟です。

就農したきっかけ

　結婚を機に、もともと興味を持っていた

実家の農業を継ぎました。

今後の抱負

　最新の農業機械について勉強し、作業に

フル活用していきたいです。

★畑野複合経営の和治さんの後継者です。

就農したきっかけ

　幼い頃から農業は身近な存在でしたが、

じっくり向き合ったことはありませんでし

た。作物が育っていく過程に興味が沸き、

就農を決意しました。

今後の抱負

　今はまだ何もわかっていないので日々

色々なことを学び、年間の流れを徐々に覚

えてステップアップしていきたいです。

★稲畑野複合経営の堅一さんの後継者です。

令和3年度
新規就農者紹介

　ＪＡきたみらいの各地域に将来を
期待される仲間が就農しました。
　未来を担う新規就農者の14名に
抱負を語っていただきました。

端野地区・川向

冨樫　怜央さん（21歳）
とがし れ　お

端野地区・北登

伊藤　節行さん（32歳）
いとう たかゆき

相内地区・美園

大武　敏幸さん（27歳）
おおたけ としゆき

温根湯地区・昭栄

大邑　慧さん（21歳）
おおむら けい

北見地区・開成

奥村　太一さん（18歳）
たいち

上常呂地区・広郷

福田　圭吾さん（20歳）
ふくだ けいご おくむら

特　集
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就農したきっかけ

　中学生の時から実家で働くことを考えて

いました。今年、大学を卒業したことを機

に就農しました。

今後の抱負

　身体を大事にしていきたいです。何を天

秤にかけても身体を一番大事にしなければ

ならないので、健康な身体は何ものにも代

え難いものだと思っています。

★法人酪農経営の㈱ノールフロマージュ・

　倉本秀樹さんの後継者です。

就農したきっかけ

　大学卒業後、１年間飲食店や酪農アルバ

イトなどを経験し、酪農に興味を持ちまし

た。実家を継ぎ、両親へ恩返ししたいと思

い就農しました。

今後の抱負

　酪農の知識が全然ないので、常に学び続け

る姿勢を持ちながら仕事をしていき、父のよ

うになれるよう努力したいと思います。ま

た、６次産業にも力を入れていきたいです。

★酪農専業経営の雅幸さんの後継者です。

就農したきっかけ

　親が農業を営んでいる姿に憧れを抱き、

子どもの頃からの夢でした。コロナ禍とい

うこともあって、仕事を辞めて就農を決め

ました。

今後の抱負

　これまで支えてくれた人に恩返しをしつ

つ、今度は支えていけるように頑張りたい

です。

★畑野複合経営の寿治さんの後継者です。

就農したきっかけ

　子どもの頃から親の姿に憧れていたこと

と、これまで自由にさせてくれたので、親

孝行したいと思い就農を決めました。

今後の抱負

　生産者として消費者に美味しいと思って

もらえるものを生産したいです。

★法人野菜専業経営の

　(有)吉井農場・清孝さんの後継者です。

就農したきっかけ

　肥料会社に５年間勤めていて、その知

識、経験を活かし、作物を育てていきたい

と思ったからです。

今後の抱負

　日々学び、努力し、よい経営をしていき

たいです。

★畑作専業経営の博昭さんの後継者です。

就農したきっかけ

　小さい頃から両親の手伝いをしていて、

自分も農家になりたいと思い、帯広農業高

校に通い、今年から就農する事を決意しま

した。

今後の抱負

　今年１年間は農作業の一通りの流れを覚

え、自分でできるようになり、より良い作物

を栽培できるように頑張りたいと思います。

★畑野複合経営の弘二さんの後継者です。

就農したきっかけ
　高校２年生の頃に親の手伝いをして農業
が面白いと感じました。３年生になってか
らはコロナウイルスのまん延によって休校
が続きましたが、手伝う機会も増えてさら
に面白く感じ、就農を決めました。
今後の抱負
　１年目でわからないことも多いですが、
早く覚えてミスをなくしていけるように頑
張りたいです。

★畑野複合経営の誠さんの後継者です。

就農したきっかけ

　就農前は別の仕事をしていましたが、コ

ロナ禍で在宅が増えたことで仕事を続ける

か、就農するか考えた結果、就農すること

を決めました。

今後の抱負

　まずはいろいろ学んで早く覚えたいで

す。将来的には、農業を次の世代へ伝えて

いきたいです。

★畑作専業経営の孝司さんの後継者です。

訓子府地区・西富

小松　右京さん（23歳）
こまつ うきょう

訓子府地区・穂波

吉井　一葵さん（22歳）
よしい いつき

訓子府地区・北栄

齊藤　要さん（18歳）
さいとう かなめ

訓子府地区・福野

越智　涼平さん（30歳）
お　ち りょうへい 倉本　惇之介さん（23歳）

くらもと じゅんのすけ

置戸地区・幸岡

和田　大志さん（28歳）
わ　だ たい　し

置戸地区・豊住

森谷　大空さん（18歳）
もりや ひろたか

置戸地区・安住

溝井　安紗美さん（23歳）
みぞい あ　さ　み

置戸地区・北光
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　きたみらい管内では５月中旬、きたみらいすい

か研究会の会員がスイカの定植作業を行いました。

　訓子府地区の西森信夫さんのハウスでは大玉の

紅まくら（ブランド名・紅い宝石）、小玉の姫甘

泉（ブランド名・夢の滴）をそれぞれ約100坪栽

培しており、５月19日から植付けを始めました。

　西森さんの畑では、秋小麦やてん菜、玉ねぎな

ど様々な作物が作付けされており、スイカは玉ね

ぎの育苗を終えたハウスを有効活用して栽培され

ます。

　西森さんは「育てる人は減っているが、産地を

守りたい。待ってくれている消費者のために美味

しいスイカを届けられるように頑張って育ててい

きたい」と意気込みを語りました。

　きたみらい管内では、同研究会の４戸（訓子府

３戸、置戸１戸）が作付けしています。スイカの

収穫は７月下旬頃から始まり、市内のマルキタを

中心に出荷される予定です。▲ハウスに植付けられていくスイカの苗

▲西森さんのハウスで行われているスイカの定植作業の様子

～スイカの定植～
楽しみに待ってくれている消費者のために

▲箱詰めされたレタス▲レタスの収穫作業の様子

レタスの収穫作業、順調に進む
　当ＪＡでは５月中旬からレタスの収穫作業が行

われています。

　今年度、レタスをハウスと露地合わせて約40㌃

作付けする北見地区の角一弘さんは、２月中旬に

播種作業を行い、３月下旬にハウス内へ定植。５

月17日から収穫作業が始まりました。

　この日は、早朝から家族３人で１玉１玉丁寧に

収穫し、８玉ずつ箱詰めされたレタスを約100

ケース出荷しました。角さんは「生育が順調に推

移したことで、例年通り状態はいい。消費者に新

鮮な野菜を食べてもらえれば」と話しました。

　当ＪＡ管内では、北見地区と上常呂地区の２地

区で栽培されており、７戸が約70㌃作付けしてい

ます。時期をずらして９月からも収穫する予定と

なっており、約20㌧の収穫量を見込んでいます。

▲大豆の種子を補充する様子▲大豆の播種作業を行う岡野さん

　きたみらい管内では豆類の播種作業が５月中旬

より一斉にスタートしました。

　きたみらい豆類振興会の副会長を務める端野地

区の岡野拓弥さんの圃場では、６月２日から約４

㌶に大豆の播種作業を始めました。雨の日が続き、

圃場の乾きが悪く開始時期は遅れましたが、作業

は順調に進んでいます。

　岡野さんは、今年の栽培にあたって「この時期

に降雨の影響を受けたので、今後は恵まれた天候

で作業がしたい。段々と小豆の需要が高まってい

るので大豆にも追い風が吹いてほしい」と話しま

した。

　今年の当ＪＡの大豆の栽培面積は約740㌶、生

産量は約1,851㌧を見込んでいます。

豆類の播種作業が順調に進む～安全を願って～玉ねぎ茎葉処理施設修祓式！

▲挨拶をする大坪組合長▲修祓式の様子

　当ＪＡは６月２日、端野地区で完成した玉ねぎ

茎葉処理施設の修祓式を行いました。当ＪＡでは、

訓子府町にも茎葉処理施設がありますが、経営規

模拡大による労働力不足対策や作業負担軽減など

を目的に、床面積約3,259平方㍍の施設を新設し

ました。

　修祓式には、大坪広則組合長や関係機関ら約30

人が参列しました。大坪組合長は「組合員の作業

負担軽減など営農の一助となるようこの施設が完

成した。全国でも最新鋭のこの施設を活用し、生

産量日本一の北見玉ねぎのブランド化や北見の知

名度アップなど地域活性化にも繋げたい」と話し

ました。

　同施設は、８月から12月までの稼働を予定して

います。
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◆出身、結婚に至るまでは？
　出身は北見市で、高校卒業後は事務職を
していました。夫とは20歳の時に知り合い、
３年間交際をして結婚しました。３人の子
どもに恵まれ、今は皆それぞれが独立して
います。
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　のんびりしていて、明るい方だと思いま
す。意外と頑固かもしれません。
◆趣味は？
　冬期間は地域の人と大正琴をしています。
仕事に合わせて１か月間のみなので、慣れ
たころには終わってしまいなかなか上達す
るのが難しいです。野菜の会で夫と沖縄に
行ったり、女性部の視察に参加して旅行も
楽しんでいます。
◆組織活動の魅力は？
　色々な人たちと知り合いになって話がで
きることですね。女性部の活動では、自分
ではあまり行かない工場見学などの視察研
修がとても楽しいです。今年もコロナ禍に
見舞われ、なかなか行事や研修を行えない
状況にありますが、また皆さんと女性部の
活動を通じて交流できる日を心待ちにして
います。

「活動を楽しんで　　　　
　　　交流を深めましょう！」

北見地区・上仁頃

齊藤 はるみさん（57歳）

　今回は女性部北見支部の齊藤支部長に登場いただ

きました。

きたみらい技能実習生

ヴォ　ティ　トゥーさん（26歳）

出身地：ベトナム（ビンディン省）

役立つベトナム語講座

Ｑ趣味はなんですか?
　　花と野菜を育てることで今も家庭菜園をし　ています。
Ｑ好きな日本語はなんですか?　　「我慢」です。
Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　ラーメン！特に醤油が好きです。Ｑ北見の印象はどうですか?
　　静かな町だなーと思っています。Ｑ北見に来て大変だったことはなんですか?　　交通機関の利用が難しいので、遠くまで行　くのが大変です。
Ｑ色々な実習をしてみてどうでしたか?　　色々な仕事をしましたが、みなさん親切で　とてもいい経験ができています。

　ベトナム語で「頑張って」は“コーレン”と言います。
　落ち込んでいる人を励ますときやスポーツの試合中の
応援など様々な場面で使える言葉です。是非、作業中の
実習生に会ったら“コーレン”とエールを送ってくださ
い‼▲玉ねぎ集出荷施設内にあるトリックアートにて

　みらいプロジェクトでは、大学生、大学院生がＪＡきたみらい管内を訪問し、
調査研究活動をさせて頂いております。調査研究を目的に現地に入ることは、学生、院生にと
っては、普段なかなか経験することがない、農業の現場、生産者の生の声に触れることが出来
る貴重な機会となっています。学生、院生にとっては調査よりもむしろこうした経験の方が強
く印象に残っている場合も多いようです。
　今月は、2019年、2020年とＪＡきたみらいに協力を頂きながら調査研究を実施させて頂きま
した大学院生が調査を通じて感じた農業、農村の魅力についてご紹介させて頂きます。彼女は
今年の３月に大学院を修了して４月からは関東地方で就職をしています。彼女が行った研究の
内容についてはまた機会を改めてご紹介したいと思います。

　私は札幌生まれ札幌育ちで、北海道のことは任せてと友人に言っていましたが、実はきたみら

い管内の地域についてはあまり知りませんでした。

　そして失礼なことに、私は「農村部での生活は不便だったり、人との距離が近くて面倒くさそ

う」というネガティブな印象を抱いてすらいました。そんな中で2019年に初めて北見を訪れ、農

家やそのご家族など様々な方にインタビューをさせて頂きました。

　すると、その印象は半分正解で半分間違いだということに気付かされました。というのも、答

えてくださった皆さんは、街が遠い、ネットがない、病院がないなど様々な不満を口にしていま

したが、一方で、農村部の暮らしは体を動かせる、自然を感じられる、会えば必ず挨拶する、子

育てしやすいなどポジティブな印象もあわせて持っているようでした。つまり、私が持っていた

農村部に対するネガティブな考えは、裏を返せば「都会にないものは全部ある」ということなん

だ、と気付かされました。

　私はこれまで物事のネガティブな部分を見て悲観し、落ち込みがちでしたが、今後の人生で

は、物事のいい面を積極的に見てどんな状況であっても楽しむ気持ちを忘れずにいようと決心し

ました。

　今回の調査は私にとって非常に新鮮でしたし、自分のものの見方が変わるとは思っていなかっ

たので、大きな驚きとともに本当に来てよかったな、と思っています。

　また、調査の中で失礼な言動や迷惑をおかけしてしまった方がいると思います。本当に申し訳

ありませんでした。

　今回得た様々な学

びは絶対に今後の人

生に活かしたいと思

います。そして、ぜ

ひまたみんなできた

みらいを訪れ、味覚

園や、たまねぎサラ

ダ、白花豆のモンブ

ランなどきたみらい

の美味しいものを食

べつくしたいと思い

ます。

　本当にありがとう

ございました！

vol.03

（北海道大学大学院農学研究院　地域連携経済学　准教授　小林　国之）
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北海道信用事業優績
JAで表彰！

北海道信用事業優績
JAで表彰！

　当ＪＡが「北海道信用事業優績ＪＡ表彰選定基
準」における重点推進項目において優秀な成果を
収めたことから、「年金口座部門」で表彰を受け
ました。
　５月７日に「令和２年度北海道信用事業優績Ｊ
Ａ」の表彰が行われ、北海道信連北見支所鈴木支
所長より表彰状と副賞が大坪組合長へ手渡されま
した。

▲鈴木支所長（右）より表彰状を受け取った大坪組合長（左）

新採用職員、農作業に奮闘！新採用職員、農作業に奮闘！
　当ＪＡの令和３年度新採用職員11人は４月下旬
から５月上旬に恒例となる農家実習を行いました。
この実習は、農作業を体験することでＪＡ職員と
しての意識を高め、今後の業務に活かすことを目
的としており、今年度は玉ねぎやてん菜の苗運び、
補植、牛舎内の清掃などを行いました。実習を
行った職員は「分からないことばかりだったが、
多くの作業を経験させてもらい、充実した時間に
なった」と話しました。

▲玉ねぎの苗運びを行う長野職員(担い手グループ)

令和３年度全国農業協同組合中央会会長賞　普及率全国最高JA受賞!!

▲オンライン授賞式でスピーチを行う越田常務 ▲普及率全国最高ＪＡ受賞の表彰状

　日本農業新聞の普及活用に優秀な成績を収め、

教育広報活動に大きく貢献しているＪＡとして、

当ＪＡが「令和３年度全国農業協同組合中央会

会長賞・普及率全国最高ＪＡ」を受賞しました。

　５月13日に東京都港区で表彰式を開催予定で

したが、新型コロナウイルス感染拡大の現状を

踏まえ、受賞者は会場に出席せず、オンライン

での参加となりました。受賞式で当ＪＡの越田

常務理事は「このような賞をいただくことがで

き、とても嬉しい。昨年度は85.9％の普及率を

記録することができた。今後も普及推進に努め、

これからも組合員との情報共有を図っていきた

い」と語りました。

　近年の高温により、夏の熱中症のリスクが高まっています。農林水産省で公表した「令

和元年度に発生した農作業死亡事故の概要」では、熱中症によるものは 29 人となります。

　農業者の中には、熱中症の具体的な症状が分からず、自ら認識しないうちに発症してい

ることが多くありますので、早めの対策を行って熱中症を予防しましょう。

熱中症に警戒を!!
～対策を知って安全な農作業～
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40歳からの認知症予防③（運動）

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本・長谷川）

　令和３年度「夏期地区別懇談会」が次の日程で

開催されます。懇談会は組合員みなさんからＪＡ

への要望・意見などをお聞かせいただき、明日の

ＪＡ運営に反映させることを目的として開催され

るものです。

　農繁期でご多忙とは思いますが、一人でも多く

の組合員と青年部、女性部、フレッシュミズ、家

族みなさんの出席をお願い致します。

●日程　７月12日（月）～７月15日（木）

●時間　午前の部　９：00～12：00

　　　　午後の部　13：30～16：30

日　　程

７月12日（月）

午　　前

端　　　野
（２階大会議室）

午　　後

地 区 事 務 所 等

北　　　見
（２階大会議室）

７月13日（火）
留　辺　蘂

（２階大会議室）
温　根　湯

（２階大会議室）

７月14日（水）
置　　　戸

（町中央公民館）
訓　子　府

（ 町 公 民 館 ）

７月15日（木）
上　常　呂

（コミュニティプラザ）
相　　　内

（地区住民センター）

夏期地区別懇談会
～７月12日から各地区で～
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第４回 理事会報告
　５月28日、午前９時00分より第４回定例理事会が開催され、報
告事項15件、決議事項15件が協議され、原案通り承認されました。
　【報告事項】
①内部監査（融資部門）報告について
②きたみらい地区エーコープ店舗の令和２年度実績報告について
③組合員状況報告について
④財務状況報告について
⑤人事の発令について
⑥夏期手当の支給について
⑦経営監査報告書について
⑧理事に対する資金の貸付に係る報告について
⑨ＪＡきたみらい農機自動車展示会の開催について
⑩反社会的勢力等との取引排除にかかる対応状況について
⑪疑わしい取引の届出状況について
⑫５月14日降雹・ゲリラ豪雨被害報告について
⑬作況調査（５月15日）報告について
⑭令和３年度生乳生産目標数量配分の決定について
⑮第18回ＪＡきたみらい乳牛共進会について
　【決議事項】
①出資減口について
②固定資産の取得・処分について
③東京事務所の設置について
④規程類の改正について
⑤地域運営委員の選任と委嘱について
⑥夏期地区別懇談会実施日程（案）について
⑦理事に対する根保証契約の解除について
⑧理事に対する資金の貸付について
⑨令和２年度ＪＡきたみらいディスクロージャー誌の発行について
⑩総代選挙に係る選挙管理者等の指名について
⑪「ＪＡきたみらい農畜産物生産構造ビジョン」の構築に向けた取組
　み着手について
⑫令和４年度概算要求にむけた組織討議（作物共通、畜産）について
⑬令和３年肥料事業推進方針並びに肥料協同購入積立金の取崩しに
　ついて
⑭役員賠償責任保険契約の締結について
⑮北見市に対する令和２年度銀行等引受債の貸付及び北海道信連か
　らの転貸資金借入について

退職のお知らせ
　令和３年４月30日付・５月６日付の退職職員をお知
らせします。
　旧ＪＡ入職年度と合併後の職歴、正職員としての在
職期間（旧ＪＡ含む）を紹介します。
　在職中は、組合員皆様を始め、地域皆様の御厚情を
いただき誠にありがとうございました。

H30.04　入組   

H30.04　金融共済部留辺蘂支店　  

令和３年４月30日付　退職

■在職期間　３年１カ月

湯　村　寿　樹
ゆ

（金融共済部       
       訓子府支店）

むら とし き

S60.04　置戸町農業協同組合入組
H15.02　総務部金融課　本所係
H16.05　金融共済部融資課　本所係
H17.05　金融共済部融資課　係長
H18.06　北見支所金融共済課融資係　支所係長
H21.06　金融共済部北見支店　主幹
H22.05　金融共済部訓子府支店　主幹
H23.04　金融共済部訓子府支店　調査役
H24.05　金融共済部端野支店　調査役
H26.05　金融共済部共済課　考査役
H28.04　金融共済部融資課　考査役
R02.04　金融共済部上常呂支店　考査役
R03.04　金融共済部訓子府支店　考査役
令和３年５月６日付　退職
■在職期間　36年１カ月

清　水　風　花
し

（金融共済部       
       留辺蘂支店）

みず ふう か
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

５月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　５月号のまちがいさがしの答えは「１、２、６、11、12」
でした。正解者51名の中から抽選の結果、当選者は次の
方 で々す。

　以上の方 に々は、ＪＡきたみらいの「玉ねぎと牛すじのカ

レー」と「玉ねぎと鶏もも肉の黒カレー」をプレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・戸田　深冬さま（北　見）・岡崎　想真さま（北　見） 　　　　　
・木村　一夫さま（上常呂）・樅山　　魁さま（端　野）
・菅原千鶴子さま（端　野）・藤田　珠里さま（留辺蘂）
・細川　実柚さま（訓子府）・菅野　巧真さま（訓子府）
・奥村　知美さま（訓子府）・酒井美和子さま（置　戸） 　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答

え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を
記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「黒
酢が入った玉ねぎドレッシング」と「麦まる
ごとうどん」２袋をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧ください。

をホームページで閲覧できます！

　　  パと一緒にみつけました。

         ぼくは４つ、パパは最後

         の１個をみつけました。

        楽しかったです。

　　  ひさまサラダは心の一服です。いつも誌面をな

　　  がめて終わっていたのですが、久しぶりに10年   

　     くらいたつかも…応募してみました。

（北見地区　岡崎　想真さん）　
　ありがとうございます！平成15年から続くおひさ

まサラダ、これからも「心の一服」としてご愛読頂

ければと思います。

（匿名希望さん）

お パ

　「６番がむずかしかった」という声がたくさん送られて

きました。ちょっぴり難しかった今回のまちがいさがしで

すが、お父さんとバッチリ協力して見つけることができま

したね！
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和３年５月19日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,608人

6,032人

922戸

113,387百万円

15,176百万円

4,845百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

アジのたたき梅肉あえ冷やし納豆梅茶漬け

・不安定な天候が続いていましたが、植付け作業は順調に進んだでしょ
　うか。
　昨年に続き、様々な行事が中止・延期、さらに緊急事態宣言延長が決
　まり、思うように行動できない日々が続くかと思いますが、世の中の
　情勢が落ち着き、自由な生活が訪れるまで感染対策をしっかりしてい
　きましょう。
・私事ですが先月から広報の業務に携わらせていただくこととなりまし
　た。分からないことばかりですが、組合員の皆様のお役に立てるよう
　精一杯頑張ります！　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤　輝）

❶アジの刺し身を細切りにしボウルに
入れる。
❷①のボウルに薬味類の材料を入れ、
さっくりと混ぜ合わせる。
❸皿にダイコンのつまと②を盛り付け、
ワサビナを添えて出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
………市販品１パック分

　
……………………5枚（千切り）

……………2個（小口切り）
　………3個（種を取りたたく）

………………小さじ1
………………………小さじ1

…………適宜

アジの刺し身
薬味類
　大葉
　ミョウガ
　梅干し
　おろしショウガ
　いりごま
ダイコンのつま、ワサビナ

❶冷や飯と納豆をそれぞれ別のボウル
に入れて水洗いし、ざるにあげ水気
を切っておく。
❷おわんに①の冷や飯、納豆を入れ、
上に梅肉、大葉、ミョウガ、いりごま、
ワサビ（チューブ入りでもよい）を
盛り付け、周りから冷たいお茶を注
ぎ出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（１人分）◆
……………………………1/2膳分

………………………………1パック
………………………5枚（千切り）

………………2個（小口切り）
…………2個（種を取りたたく）

……………………………適宜
………………………適宜

……………………約200ml

冷や飯
納豆
大葉
ミョウガ
梅干し
いりごま
おろしワサビ
冷たいお茶


